
 
※１参考ガイドライン：①糖尿病診療ガイドライン２０１９②CKDステージ G3b～５診療ガイドライン２０１７③血液透析患者糖尿病治療ガイド２０１２ ただしアカルボースは販売

中止が多い、院内未採用のため未掲載 ※２第一選択薬とは薬効群中において臨床上必要度が高い医薬品、第二選択薬とは第一選択薬で代替可能ではあるが当院に

おける使用実績等を参考に使用する医薬品                                                                   ２０２３年７月発行       

α-GI 概要                 

*３ 腎機能別薬剤投与量 第 3版 じほうより 

採用薬名 

 

ボグリボース OD錠「武田テバ」

（後発） 

 

ミグリトールＯＤ錠５０ｍｇ「サワイ」 

（後発） 
 

【第一選択薬について】 

各ガイドライン上、各薬剤間に大きな相違はないが、全ての経

口血糖降下薬に対し追加可能である点や「２型糖尿病の発症

抑制効果」の適応があり患者対応がしやすい点を考慮。また併

用注意薬が少ない薬剤 
 

【第二選択薬について】 

各種ガイドラインの推奨度・安全性・経済性、及び HｂA１ｃ低下

度はボグリボースと差がないと考えられるが、ボグリボースと比

較して「２型糖尿病の発症抑制効果」がない点や併用可能薬が

ＳＵ剤とビグアナイドに限られている点、及び透析患者（重度腎

障害患者）には慎重注意である点を考慮。若干ではあるがボグ

リボースと比較し消化器症状の頻度が高い。 
 

一般名 ボグリボース ミグリトール 

採用区分 院内・院外 院内・院外 

採用規格 

薬価 (1錠) 

０．２ｍｇ 

１０．１円/錠 

０．３ｍｇ（同額） 

１０．１円/錠 
 ５０ｍｇ 

１０．１円/錠 

７５ｍｇ（院外） 

１２．２円/錠 

用法 1日３回毎食直前 1日３回毎食直前 

用量 

1回０．２mg から開始し効果不十

分には０．３ｍｇまで使用可。高齢

者は０．１ｍｇより開始する。 
1回５０mgから開始、MAX 1回７５mg 

経管投与 可（ＯＤ錠のため簡易懸濁可能） 可（ＯＤ錠のため簡易懸濁可能） 

用量規定因子 ０．２ｍｇ剤形のみ２型糖尿病の発症抑制効果 ― 

腎機能による調整*３ 吸収されにくいため減量の必要はない    慎重投与だが腎機能正常者と同様でよい 
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α-グルコシダーゼ阻害剤  桜ヶ丘院内フォーミュラリー ※１ 

第一選択 ※２ 第二選択 

 

糖尿病 

食後過血

糖の改善 

 

 


